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メールにインターネットに携帯電話。

情報技術の飛躍的な進歩にまるで反比

例するかのように,職 場でのコミュニ

ケーションは衰退していると感じられ

ている方は多いのではないか。その疑

間に対する答えか島,本 書はスタート

している。

そして,こ の単なる情報の移動では

ない,相 互に理解を深めていくための

コミュニケーションを実現するための

手段が,「ダイアローグ (対話)」なの

だ。

対話がコミュニケーションの原点,

いわれてみれば当たり前のような気が

する。しかし,本 書ではまた,「対話

とおしゃべ りは違う」「対話と議論は

違う」とも指摘している。

対話を通して意見や考え方の優劣を

決めようとするのではなく,個 別の考

え方のなかにユニークさや斬新さを見

出し,そ れを受け入れる姿勢が重要な

のだc

この本を読み終えて,若 者とコミュ

ニケーションがとれないことを相手の

せいにする前に,自 分自身の心のなか

に築かれてしまった′し、の壁を取り払い,

対話を′し、がけることの重要性に気付か

されたのである。職場におけるコミュ

ニケーションを考えるきっかけとなる

本である.

オペレーションズ 。マネジメントを

3つ の視点に基づき解説している。

ひとつ目は,業 務連鎖の視点である。

「変化の時代」で,個 々のオペレーシ

ョンが優れ,効 率化を図っても部分最

適にならないよう,市 場 ・顧客を起点

とした業務連鎖を通して,は じめて,

経営効果に結びつける効果的な効率化

が可能であるとしている。

2つ 日は,営 業循環サイクルの視点

である。オペレーションズ 。マネジメ

ントの成果を経営成果に結びつけ,企

業が持続的に発展するために,資 本 ・

資金の循環が必要であり,循 環速度を

速めることに,オ ペレーションズ ・マ

ネジメントが寄与し,現 在の企業価値

を決めることができるとしている。

3つ 目は,歴 史的 ・文化的な視点で

ある。標準と改善の両輪が不可欠であ

ることは不変であるが,時 代とともに

刻々と変化する時代背景のなかで,競

争優位のオペレーションズ ・マネジメ

ントのあるべき姿やグローバル経済の

なかでの位置づけが見えてくるとして

いる。

業務連鎖,営業循環サイクル・歴史
・

文化という3つ の視点に基づき,効 果

的 ・効率的な生産システムの実現をめ

ざすオペレーションズ ・マネジメント

を分かりやすく解説している。

「自働化を徹底しジャスト・イン・

タイムに邁進せよ l 収益は後からつ

いてくる |」これはトヨタ式カイゼン

の指針となる言葉である。しかし,今

までジャスト・イン・タイム,リ ード

タイム短縮の効果を会計的に説明する

理論がなかった。そのため,長 年,現

場の最前線でカイゼン活動を実践して

きた筆者が,そ れを解決するために編

み出したのが,管 理会計に時間軸を入

れた 「Jコ スト論」である。

本書では,本 当の儲けとは何か ?

今までの利益の考え方に時間軸を入れ

ることで本当の儲けである1又益性を導

き,ま た,在 庫を1日寝かせるとどの

くらいの損になるのか ? 小ロット生

産が儲かる本当の理由,平 行生産と集

中生産はどちらが特か ? 高価な航空

便と安価な船便はどちらが特か ? 中

国生産は本当に特か ? なぜ在庫は増

えるのか ? 」コスト論をもとに分か

りやすい事例で説明している。

企業が追求すべきは1又益性向 Lであ

り,そ れは利益が変わらなくてもリー

ドタイムを短縮すれば上がり,従 来は

対立軸で考えられていた原価改善とリ

ードタイム短縮が,ほ ぼ同等の効果を

持つことを訴えている。

改善活動をより効果的に推進するた

めにお薦めの 1冊である。
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Vo:50 No 3 2009 8:E Review●83

(斎藤 文
′
産業能率大学) (日本!E協会事務局)


